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1.

A3

A1工事名称

竹　 原竹　 原

・・・・

基　

本

実

施

検

図

完
成
図

19 01スポーツ 公園野球場照明設備更新工事
１： 600

１： 1200

工事概要・ 面積表・ 案内図・ 配置図

建 築 面 積 床 面 積 備 考

木 造 平 屋

153.29

288.14

153.29

308.20

21.0

29.18

29.18

40.58

14.91

20.36

29.18

29.18

61.28

14.91

21032.63

鉄 骨 造 平 屋

Ｒ Ｃ 造 平 屋

Ｒ Ｃ 造 平 屋

木 造 2 階 建 て

木 造 平 屋

Ｄ Ｒ Ａ － Ｃ Ａ Ｄ 　 1 0 　 に て 測 定

計画地

戸
野
目
川

保倉川

至　黒井駅 至　大潟区

安江東

春日新田小

至　下源入

ＪＲ信越線

国
道
8号

線

安江中央

マリーナ上越

ナルス
直江津東店

スポーツ公園

カーマ

三ツ屋

佐内西

佐内東

原信 県道小猿屋・黒井停車場線
国道253号線

Ｎ

案内図

３ 塁 側 ダ ッ ク ア ウ ト

至　国道18号線

±０

±０

Ｊ
Ｒ
　
線
路
敷

公園内通路

ローラー
スケート場

公園内通路

公
園
内
通
路

②

④

⑤

①

③

公
園

内
通

路

市道

公園内通路

上越市直江津地区
生涯学習センター

上越市カルチャーセンター
上越市立公民館直江津地区館

県
道

　
小

猿
屋

・
黒

井
停

車
場

線

重機等　搬入経路

±０

±０

+700

±０

±０

+700

±０

±０

+300

+300

野球グラウンド

+1500

+1500

+1200

+700 +400

⑥

ゲートボール場

公園駐車スペース

公園
駐車スペース

公園駐車スペース

歩道

敷地境界線

敷地境界線 30600

21
50

0

敷
地
境
界
線

28900

4400
0

68200

3090
0

37400

19000

1000

36000

4000

14
60

00

敷
地

境
界

線
29

5 0
0

30
2 0

0
敷

地
境

界
線

車道

車道
分離帯

道路境界線

４５°柱
中
心
線

柱
中
心
線

柱
中
心
線

３
塁
フ
ァ
ウ
ル
ラ
イ
ン
と
平
行
線

敷地境界線 132000

１塁ファウルラインと平行線 柱中心線

柱中心線

柱中心線

柱
中
心
線 敷

地境界線

１塁ファウルラインと平行線

敷地境界線

敷地境界線

３
塁
フ
ァ
ウ
ル
ラ
イ
ン
と
平
行
線

18
90
0

柱
中
心
線

柱中心線

柱中心線

電力塔中心

工
事
中
の
安
全
距
離
４
Ｍ
ラ
イ
ン

送
電
線
（
高
さ
　
３
塁
ベ
ン
チ
付
近
28.0ｍ

）

送
電
線
（
高
さ
　
３
塁
ベ
ン
チ
付
近
18.8ｍ

）

敷
地

境
界

線

送電線最接近部

13
50

0

91
00

6700

照明操作盤

外野フェンス

外野フェンス際地盤

東側公園内通路

バックスクリーン

照明塔設計ＧＬ＝

照明塔周囲地盤＝

照明塔設計ＧＬ＝

照明塔設計ＧＬ＝

照明塔周囲地盤＝

照明塔設計ＧＬ＝

照明塔周囲地盤＝

土手頂上部

西側公園内通路

土手頂上面

土手頂上面

地 名 地 番

用 途 地 域

防 火 指 定

工 事 種 別

敷 地 面 積

用 　 　 途

上越市春日新田２丁目　地内

法第２２条地域

21032.63㎡

野球場照明施設

改築

都市計画区域内　第一種住居地域

工 事 名 称 スポーツ公園野球場照明設備更新工事

設　 計　 概　 要　 表

構 　 　 造

最高の高さ

鉄骨造

工 事 内 容

設 備 工 事

上記に伴い行う工事

電気・避雷針

26.5m

●野球場用照明設備の更新

名 　 称

合  計

敷 地 面 積

番 号

①

②

③

④

⑤

⑥

１ 塁 側 ダ ッ ク ア ウ ト

管 理 小 屋

物 置

本 部 席 建 物

面積表　 　 　 （ ㎡）

野 球 場 便 所

至　直江津港

至　直江津駅

春日新田
至　直江津市街

至　直江津市街
川原町

国
道

35
0号

線

配置図　 1： 600

Ｎ

電力塔

+700

+700

+700照明塔周囲地盤＝

+700

±０

±０

±０

１塁フェンスコーナー内面

3塁フェンスコーナー内面

5,000

4,730

16
,0

00

12
,6
45

34,820

39
,5
75

11,760

71,915

21
,2
85

9,100

4,000

35
,2
60 36
,7
25

9,995

5,150

7,600

4,
00

0

36,
600

12,75
0

4,845
5,150

5,
95

0

22,250

・既存照明塔　鉄塔4塔の解体撤去

・新規照明塔　鉄塔4塔の建設

・既存キュービクルの外壁塗装改修

・照明操作盤基礎

・既存照明塔　鉄塔4塔の電気設備の解体撤去

・新規照明塔　鉄塔4塔の電気設備の新設

・既存キュービクルのトランス変更

・既存キュービクルの外壁パネル屋根改修

新規照明塔１

新規照明塔２

新規照明塔３

キュービクル

新規照明塔４

01



A№

図面番号

管理建築士 竹　 原　 哲　 二

一級建築士登録番号２６９８７０号住所／新潟県上越市大潟区土底浜3843-11 TEL025-535-5710

空間設計堂くうかんせっけいどう

尺

図面名称
縮

3.

2.

承認 検図 担当者 製図者 備　 考　
1.

A3

A1工事名称

竹　 原竹　 原

・・・・

基　
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成
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19 01スポーツ 公園野球場照明設備更新工事

Ｎ

至　浦川原

１： 600

１： 1200

案内図

計画地

至　直江津港

戸
野
目
川

保倉川

至　黒井駅 至　大潟区

安江東

春日新田小

至　国道18号線 至　下源入

至　直江津駅

ＪＲ信越線

国
道
8号

線

安江中央

マリーナ上越

ナルス
直江津東店

スポーツ公園

カーマ

春日新田
至　直江津市街

至　直江津市街

川原町

三ツ屋

佐内西

佐内東

原信 県道小猿屋・黒井停車場線
国道253号線

国
道

35
0号

線

・既存照明塔　鉄塔4塔の上屋解体撤去

工 事 内 容

解体工事

・既存照明塔　鉄塔4塔の基礎解体撤去

・既存照明塔　鉄塔4塔の周囲の管理用フェンスおよび土間の解体撤去

Ｎ

±０

±０ 市道

歩道

29
5 0

0

6700

車道

車道
分離帯

道路境界線上越市直江津地区
生涯学習センター

上越市カルチャーセンター
上越市立公民館直江津地区館

公園内通路

ローラー
スケート場

電力塔

キュービクル

公園内通路

敷地境界線

敷地境界線

13
50

0

30600

132000

21
50

0

28900

91
00

18
90
0

バックスクリーン

4400
0

68200

敷地境界線

敷地境界線
3090

0

37400

19000
1000

36000

4000

14
60

00

敷
地

境
界

線

30
2 0

0
敷

地
境

界
線敷地境界線

公
園
内
通
路

敷
地
境
界
線

配置図　 1： 600

敷地境界線

Ｊ
Ｒ
　
線
路
敷

敷
地

境
界

線
公
園
内

通
路

野球グラウンド

（既存　解体）

（既存　解体）

公園内通路

公園
駐車スペース

ゲート
ボール場

公園
駐車スペース

（既存　解体）

公園駐車スペース

±０

±０

±０

+700

+300

（既存　解体）

+700照明塔周囲地盤＝

+700照明塔周囲地盤＝

+700照明塔周囲地盤＝

照明塔周囲地盤＝ +300

5,000

9,100

16
,0

00

5,
95

0

4,730

照明塔

照明塔

照明塔

照明塔

・既存照明塔　鉄塔4塔の電気設備の解体撤去

既存配置図
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承認 検図 担当者 製図者 備　 考　
1.

A3

A1工事名称

竹　 原竹　 原

・・・・

基　

本

実

施

検

図

完
成
図

１ ： 30

１ ： 60

柱
10

1.
6φ

×
4.

2

Ｃ
-1

00
×
50

×
20

×
3.

2

補
強
　

Ｆ
Ｂ

　
6×

50
　
＠

19
0

-1
00

×
50

×
5

-1
00

×
50

×
5

Ｐ
Ｌ

-6
×

25
0

Ｌ
-5

0×
50

×
6

■
Ｆ
１
、
Ｆ
２
、
Ｔ
Ｏ
Ｐ
平
面
図
　
1
：
3
0

Ｆ
１

Ｆ
２

Ｔ
Ｏ
Ｐ

中
間
床

Ｃ
-6

0×
30
@6

00

Ｃ
-6
0×

10
×

1.
6

60
.5

φ
×

2.
3

60.5φ×2.3

■
中
間
床
　
平
面
図
　
1
：
3
0

中
間
床

Ａ
部

Ａ
部

Ｂ
部

Ｂ
部

柱
16
5.

2φ
×
4.

5

床
　

Ｃ
Ｐ
Ｌ

-3
.2

床
　

Ｃ
Ｐ
Ｌ

-3
.2

柱
16
5.

2φ
×

5.
0

柱
16
5.

2φ
×
5.

0

60
.5

φ
×

2.
3

60
.5
φ

×
2.
3

柱
16

5.
2φ

×
4.

5

柱
16

5.
2φ

×
4.

5
60

.5
φ

×
2.

3

60
.5

φ
×

2.
3

№1、№2
№3、№43,200

Ｌ
-5
0×

50
×
6

Ｌ-50
×50×

6

Ｌ-50×
50×

6

Ｌ-50
×50×

6

Ｌ
-5
0×

50
×
6

Ｃ-100×50×20×3.2

Ｃ
-7

5×
45
×

15
×

2.
3

柱101.6φ×4.2

Ｃ
-1

00
×
50

×
20
×

3.
2

Ｃ
-1

00
×

50
×

20
×

3.
2

Ｃ
-1

00
×
50

×
20
×

3.
2

■
既
存
照
明
塔
　
鉄
骨
部
　
立
面
図
　
1
：
3
0

■
既
存
照
明
塔
　
鉄
骨
部
　
側
面
図
　
1
：
3
0

19 01

Ｂ
Ｐ

Ｌ
-2

2　
　
リ

ブ
Ｐ

Ｌ
-9

　
８
枚

基
礎

ボ
ル

ト
　
Ｍ

24
×

10
00

　
8本

スポーツ 公園野球場照明設備更新工事 既存照明塔鉄骨部解体図

※
図
面
上
の
書
き
込
み
は
既
存
の
仕
上
げ
・
仕
様
を
示
す
。

Ｃ
-1
00

×
50
×

20
×

3.
2

Ｌ
-6

5×
65
×

6

-1
00
×

50
×

5

Ｌ
-5
0×

50
×

6

№1、№2

№3、№41,600

Ｃ
-1
00

×
50
×

20
×

3.
2

柱
10
1.

6φ
×
4.

2

φ89.1×3.2

２
Ｆ

Ｐ
Ｌ

-2
5　

　
リ

ブ
Ｐ
Ｌ

-9
　
6枚

Ｈ
Ｔ

Ｂ
　

Ｍ
16
　

6本

既存照明塔鉄骨部を解体撤去する。；4塔

2,
70

0

9,563

17,000

6,938500

4,000

2,
40

0

2,
40

0

2,
40

0

5,
95

0

5,
95

0

1,
50

0
1,

10
0

1,
10

0

2,4001,600

1,100

1,100
1,100476 400

柱
16

5.
2φ

×
5.

0

60.5φ×2.3 60.5φ×2.3

60
.5
φ
×
2.
3

60.
5φ

×2.3

60
.5

φ
×

2.
3

60
.5

φ
×
2.

3

60
.5

φ
×
2.

3

φ
34
×

2.
3

φ
16

 @
35

0

タ
ラ

ッ
プ

2,
40

0

2,
40

0

30
0

2,1661,633

■
Ａ
部
　
平
面
図
　
1
：
3
0

■
Ｂ
部
　
平
面
図
　
1
：
3
0

特
記

な
き

プ
レ
ー

ト
は

6.
0　

パ
イ
プ

端
部

　
Ｈ

Ｔ
Ｂ

　
Ｍ

１
６

　
2本

留
め

切
断

ｽﾃ
ｰｼ
ﾞ

切
断

ｽﾃ
ｰｼ
ﾞ

切
断

ｽﾃ
ｰｼ
ﾞ

切
断

ｽﾃ
ｰｼ
ﾞ

枠
組

足
場
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3.

2.

承認 検図 担当者 製図者 備　 考　
1.

A3

A1工事名称

竹　 原竹　 原

・・・・

基　

本

実

施

検

図

完
成
図

１ ： 30

１ ： 60

19 01

5,
20

0

D1
3

D1
3

D13

上　タテヨコ　D10　200＠

下　3-D16

下　タテヨコ　D16　200＠

D13

杭位置を示す。

Ａ Ａ

D10　200＠

12－Ｄ２２

ＨＯＯＰ　Ｄ１３　100＠

基礎ボルト　Ｍ24×1000　8本

ＡＡ

ＢＢ

9φ

２－Ｄ２２

巾止め　Ｄ１０　1000＠
（タテ　ヨコ）

タテヨコ　D16　200＠

タテヨコ　D10　200＠

D13

杭を示す。

砕石

D13

D10　200＠

４－Ｄ２２

ＨＯＯＰ　Ｄ１３　100＠

■ 既 存 照 明 塔 　 基 礎 部 　 Ａ － Ａ 断 面 図 　 1： 30

D13

D10　200＠

ＰＬ-9　

■ 既 存 照 明 塔 　 基 礎 部 　
 Ｂ － Ｂ 断 面 図 　 1： 30

■ 既 存 照 明 塔 　 基 礎 部 　
 基 礎 ボ ル ト 部 詳 細 図 　 1： 30

設計ＧＬ 設計ＧＬ

鉄塔周囲ＧＬ

柱脚根巻きコンクリート

ワイヤメッシュ

コンクリート　型枠外し放し

笠木；φ48.6*3.2
支柱；φ50.8*2.3

フェンス

笠木；φ48.6*3.2
フェンス

支柱；φ50.8*2.3
フェンス

フェンス
管理扉位置を示す。

■ 既 存 照 明 塔 　 基 礎 部 （ ベ ー ス ） 　 詳 細 平 面 図 　 1： 30 ■ 既 存 照 明 塔 　 基 礎 部 （ 柱 脚 　 柱 型 ） 　 詳 細 平 面 図 　 1： 30

・杭　ＰＣパイル　φ350　Ｌ＝9+9＝18ｍ　溶接継手　合計36本

・鉄筋　異形鉄筋　ＳＤ30　　アンカーボルト　ＳＲ24

土間コンクリート　即時金ゴテ

柱型　モルタル金ゴテ

土間コンクリート　即時金ゴテ

柱型　モルタル金ゴテ

スポーツ 公園野球場照明設備更新工事 既存照明塔基礎廻り 解体図

■ 特 記 事 項

※ 図 面 上 の 書 き 込 み は 既 存 の 仕 上 げ ・ 仕 様 を 示 す 。

既存照明塔の杭を除く基礎部を解体撤去する。；4塔

既存照明塔周囲の管理用フェンス及びその基礎立ち上がり、土間を解体撤去する。；4塔

基礎ボルト　Ｍ24×1000　8本

ＰＬ-9　

■ 既 存 照 明 塔 　 基 礎 部 　
 基 礎 ボ ル ト 部 詳 細 図
（ 埋 め 込 み プ レ ー ト ） 1： 30

基礎ボルト　Ｍ24×1000　8本

本
工

事
　

撤
去

範
囲

（
杭
を

除
く

、
砕

石
、

基
礎

、
上

屋
鉄

骨
部

、

管
理
フ

ェ
ン

ス
、

管
理

フ
ェ

ン
ス

基
礎

、
土

間
を
撤

去
す

る
。

）

（
杭
を

除
く

、
砕

石
、

基
礎

、
上

屋
鉄

骨
部

、

管
理
フ

ェ
ン

ス
、

管
理

フ
ェ

ン
ス

基
礎

、
土

間
を
撤

去
す

る
。

）

本
工

事
　

撤
去

範
囲

■ 既 存 照 明 塔 　 管 理 用 フ ェ ン ス 部 　 詳 細 平 面 図 　 1： 30

5,
20

0

4,200

5,200

500500

2,1002,100

50
0

4,
20

0
50

0

2,
10

0
2,

10
0

700

70
0

200

20
0

1,
25

0
1,

25
0

1,
35

0

5,
20

0

1,
35

0

2,
70

0

30
0

2,
00

0

80
0

1,
00

0
15

0 50

30
0

2,
00

0

80
0

1,
00

0
15

0 50

70
0

1,
84

0

5,200

1,4001,400 2,400

1,2001,200

2,400

1,2001,200

1,050 1,050

4,500

1,5001,5001,500

4,
50

0

1,
50

0
1,

50
0

1,
50

0

1,
00

0

200

12
0

50

400

280

10
0

(既存杭　既存のまま)

捨てコン
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一級建築士登録番号２６９８７０号住所／新潟県上越市大潟区土底浜3843-11 TEL025-535-5710
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尺

図面名称
縮

3.

2.

承認 検図 担当者 製図者 備　 考　
1.

A3

A1工事名称

竹　 原竹　 原

・・・・

基　

本

実

施

検

図

完
成
図

19 01スポーツ 公園野球場照明設備更新工事

A

平面図  A1:1/50 , A3:1/100

B平面図

C平面図

D平面図

投光器受け PL-6

内側r=6925

投光器受け PL-6

避雷針受

手すり子:RB-16φ

手すり:φ34.0x2.3

投光器受け PL-6

床材:エクスパンドメタル XG-22

内側r=6925

0°
0°

0°

26.8° 26.8ﾟ

床材:エクスパンドメタル XG-22

柱中心線 柱中心線

柱中心線柱中心線

6,342

柱
中

心
線

柱
中

心
線

柱
中

心
線

柱
中

心
線

野球場グラウンド方面 野球場グラウンド方面

野球場グラウンド方面野球場グラウンド方面

A平面図

新規照明塔　

仕上表・ 平面図・ 正面図・ 側面図

１ ： 100、 1： 50

１ ： 200、 1： 100

柱中心線

野球場グラウンド方面

柱
中

心
線

ＧＬ付近　平面図

新設基礎

新設杭(4-300φ)

新設柱
新設柱 被覆コンクリート部

内側r=6925投光器受け PL-6

1,
20

0

800800
800

800

1,
30

0

800
800

800 800
800800

800

800

1,
10

0

12
0

800
800

800 800

1,
00

0
1,

00
0

2,
00

0

1,611 1,611

6,200

6,200

1,874 1,874

6,200

2,000 2,000
1,744

6,200

1,744

3,
50

0

2,
30

0
60

0
60

0

1,
75

0
1,

75
0

3,500

2,300600 600

1,7501,750

1,840

外部； 耐候性鋼材　 錆安定化処理(ﾗｽｺー ﾙN♯200同等品)　 内部； 錆留め塗装（ 工場塗装のみ） 内部タラップ；スチール製　溶融亜鉛メッキ仕上げ

備考

上部； コンクリート 即時金ゴテ仕上げ 側面； コンクリート  打ち放し照明塔被覆コンクリート 部

照明塔　 本体

部位 仕上

仕上げ表

200*350 t=30

鉄塔側面図

手すり

避雷針受避雷針受

鉄塔正面図

P
L
-
9

踊り場1

B.PL下端
設計GL

TPL

A

B

C

D

P
L
-
9

P
L
-
9

P
L
-
9

LED投光器

踊り場3

joint2

joint3

joint1

踊り場2

Ａ

照明塔正面図 側面図 A1:1/100 , A3:1/200

1,
50

0

1,300

1,0001,000

1,
07

5

70
0

1,100

900

6,200

10
0

80
0

80
0

80
0

26
,5

00

24
,0

00
90

0

1,
00

0

3,
00

0
23

,5
00

50
0

900

1,
20

0
1,

80
0

1,000

1,
00

0

11
,7

50
11

,7
50

新設柱 被覆コンクリート部

下部マンホール（ 鍵付き） Ｗ600 Ｈ1、 000

上部マンホール W600 H1, 000

Ａ部詳細　A1：1/30　A2：1/60

既存
グラウンドフェンス

照明塔周囲地盤面

グラウンドＧＬ

3,
00

0
67

2,
33

3

3,
00

0 コンクリート打ち放し
24Ｎ-15-25

面取り

即時金ゴテ仕上げ
シーリング MS-2　20×10

▽ 設 計 GL = ▽ グ ラ ウ ン ド GL

200*350 t=30

200*350 t=30

200*350 t=30

05



A№

図面番号

管理建築士 竹　 原　 哲　 二

一級建築士登録番号２６９８７０号住所／新潟県上越市大潟区土底浜3843-11 TEL025-535-5710

空間設計堂くうかんせっけいどう

尺

図面名称
縮

3.

2.

承認 検図 担当者 製図者 備　 考　
1.

A3

A1工事名称

竹　 原竹　 原

・・・・

基　
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実
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検

図

完
成
図

19 01スポーツ 公園野球場照明設備更新工事

Ｎ

±０

±０

野球グラウンド

Ｊ
Ｒ
　
線
路
敷

公園内通路

ローラー
スケート場

市道

歩道

上越市直江津地区
生涯学習センター

上越市カルチャーセンター
上越市立公民館直江津地区館

敷地境界線

電力塔

キュービクル

公園内通路 公園内通路
敷地境界線

13
50

0

30600

132000

21
50

0

敷
地
境
界
線

28900

91
00

18
90
0

バックスクリーン

公
園
内
通

路

敷地境界線
4400

0

68200

敷地境界線

敷地境界線
3090

0

37400

19000
1000

4000

敷
地

境
界

線
14

60
00

敷
地

境
界

線
29

5 0
0

30
20

0
敷

地
境

界
線

6700

車道

車道
分離帯

道路境界線

公
園
内
通
路

１： 600

１： 1200

配置図　 1： 600

仮設計画図

▼地盤面

2,
00

0

控え：単管パイプ L≒2.3ｍ

建地：単管パイプ L≒2.1ｍ

根がらみ：単管パイプ L≒1.0ｍ

＠1,800内外

布：単管パイプ（2段）

成型鋼板h=2,000

巾木：Ｈ鋼200×200程度

仮囲い　Ｈ＝2.0

+200照明塔ＧＬ＝

単
管
バ
リ
ケ
ー
ド

ＪＲ　線路
線路監視員

15
0～

20
0

仮囲い成形鋼板 S=1/50

43

23

75

46

41

21

ゲート
ボール場

公園
駐車スペース

17
12

42
敷地境界線36000

送電線近くに新設する新規照明塔1の建設位置については、縄張り時に
東北電力、監督員、監理者立会いの上確認すること。　

； 在来線近接部等の重機作業実施にあたり列車見張員2名、工事管理者
1名を計上している。
なお、工事管理者については在来線の資格を有するとともに鉄道に関
する技術上の基準を定める省令第10条ならびに列車防護訓練等の係
員教育修了者を配置しなければならないものとする。

東北電力　送電線廻り工事事前相談 ； 工事着工　1～2週間前までに東北電力に事前相談をすること。

ＪＲ　線路 列車見張員等

ＪＲ　線路 近接工事手続き ； ＪＲ東日本　新潟支社へ
工事着工の事前打合せ及び協議申請をすること。
尚、事前相談に1週間
協議申請から協議終了まで1ヶ月の時間を見込むこと。

；

仮囲い　Ｈ＝2.0 107m；

敷き鉄板範囲を示す。； 2573m2 （1524×6096　277枚）

単
管

バ
リ

ケ
ー

ド

380m（12+124+244＝380）

±０

±０

１塁フェンスコーナー内面

3塁フェンスコーナー内面

公園
駐車スペース

工事関係
仮設建物等設置

スペース

5,
95

0

4,730

16
,0

00

9,100

5,000

ガードフェンス

照明塔

照明塔

照明塔

照明塔

06



A№

図面番号

管理建築士 竹　 原　 哲　 二

一級建築士登録番号２６９８７０号住所／新潟県上越市大潟区土底浜3843-11 TEL025-535-5710

空間設計堂くうかんせっけいどう

尺

図面名称
縮

3.

2.

承認 検図 担当者 製図者 備　 考　
1.

A3

A1工事名称

竹　 原竹　 原

・・・・

基　
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施

検

図
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成
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19 01スポーツ 公園野球場照明設備更新工事
１： 600

１： 1200

① 施工面積

施工面積

施工面積

②

③

④

468㎡

559㎡

413㎡

は伐採する樹木を示す。

凡例

伐

施工ヤード範囲を示す。

※木の高さ　特記なきは以下を基準とする。
低木；0～3ｍ　幹直径0.3ｍ程度
中木；3～5ｍ　幹直径0.6ｍ程度
高木；5～7ｍ　幹直径0.9ｍ程度

Ｎ

±０

±０ 市道

歩道

29
50

0

6700

車道

車道
分離帯

道路境界線上越市直江津地区
生涯学習センター

上越市カルチャーセンター
上越市立公民館直江津地区館

公園内通路

ローラー
スケート場

電力塔

公園内通路

敷地境界線

敷地境界線

13
50

0

30600

132000

21
50

0

28900

91
00

18
90
0

バックスクリーン

4400
0

68200

敷地境界線

敷地境界線
3090

0

照明塔ＧＬ＝

37400

19000
1000

36000

4000

14
60

00

敷
地

境
界

線

30
20

0
敷

地
境

界
線敷地境界線

公
園
内
通
路

敷
地
境
界
線

配置図　 1： 600

敷地境界線

Ｊ
Ｒ
　
線
路
敷

敷
地

境
界

線
公
園
内

通
路

+200

野球グラウンド

（既存　解体）

（既存　解体）

（既存　解体）

（既存　解体）

公園内通路

公園
駐車スペース

ゲート
ボール場

公園
駐車スペース

施工ヤード 範囲図（ 1）

施工面積 300㎡
敷

地
境

界
線

施工ヤード範囲

70
0

外野フェンス公園内通路
野球グラウンド

野球グラウンドＧＬ＝±0
施工ヤードＧＬ＝+450

※施工ヤード地盤面を+450とし、施工ヤード内の+450以上
の土を移動させ施工ヤード範囲を整地する。
余分になった土は場内仮置きとする。

範囲平面図　 1： 300①

公
園
内
通
路

敷
地
境
界
線

+450

+450

（既存　解体）

伐採樹木
中木；3本
高木；2本

+700

+450

+300

+700 +700

+1500

+1500

外野フェンス際地盤

+900

西側公園内通路
+700

照明塔周囲地盤

±０

土手頂上面

土手頂上面
外野フェンス
天端高さ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ａ

野球グラウンド

外野フェンス際地盤

1740㎡

矢板；フェンス際　21m+施工エリア周囲 25m=46m
地盤改良；60.5ｍ2×深さ　(2.0+0.45＝)2.45ｍ＝148.2ｍ3

±０

±０

１塁フェンスコーナー内面

±０

３塁フェンスコーナー内面

Ｂ －Ｂ 断面図　 1： 150

施工ヤード範囲 施工ヤード範囲

野球グラウンドＧＬ＝±0

照明塔
（既存　解体）

既存照明塔
フェンス

施工ヤードＧＬ＝+450

Ａ －Ａ 断面図　 1： 150

①範囲　整地、矢板打込・引抜　等　工程（想定）

鋼板矢板

既存照明塔上屋解体時　：足場、クレーン設置範囲を整地
既存照明塔基礎解体前　：施工ヤードを地盤ＧＬ+450に整地、矢板打込
新規杭打ち前　　　　　：杭打ちのため一部　矢板引抜
新規杭打ち後　　　　　：一部引抜いた矢板　再打込
新規照明塔基礎建造後　：矢板引抜き
新規照明塔立上り建造後：計画地盤に整地

5,000

9,100

16
,0

00

5,
95

0

4,730

90
0

70
01,
50

0

1,0003,3353,0801,9359,030

45
0

30
,0
00

18
,0
00

12
,0
00

18,000

12,000

6,000

1,
50

0

1,
50

0

4,580 1,230
1,495

10,10080010,420
1,525

45
0

伐

伐

伐
伐

伐

照明塔

照明塔

照明塔

照明塔

照明塔

①

④

③

②

キュービクル

グラウンドＧＬ

照明塔周囲地盤面

矢
板

設
置

位
置

既存
グラウンドフェンス

野球場フェンス際　矢板設置位置 S=1/30

※既存グラウンドフェンスの基礎形状はあくまで
　仮定であり、工事開始後、掘削にて基礎形状を
　確認の上、矢板設置位置を決定する。

2,
00

0
3,

00
0

1,
00

0
2,

00
0

8,000

10,000

14
,0

00

11,200

18
,0

00

既存照明塔解体時に根切りした深さ設計ＧＬ-2.0ｍまで施工　セメント系固化材（太平洋セメント　ジオセット同等品）100ｋｇ/ｍ3　（ 六価クロム試験を含む。）

は1塁側、外野の地盤改良範囲　を示す。基本的には既存照明塔基礎巾5200+両側1000の　7.2ｍ×7.2ｍの範囲とフェンス際矢板との間の施工エリア内

鋼板矢板： ＳＰ-3　Ｌ＝6.0ｍ　サイレントパイラー工法

目標強度：敷鉄板を考慮した接地圧力　80.5（ｋＮ/ｍ2）

事前試験：土質ｻﾝﾌﾟﾙ採取･室内配合試験、六価ｸﾛﾑ溶出試験

事後試験：一軸圧縮試験、ﾌｪﾉｰﾙﾌﾀﾚｲﾝ塗布試験
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・・・・
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実

施
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19 01スポーツ 公園野球場照明設備更新工事
１： 600

１： 1200

は伐採する樹木を示す。

凡例

伐

※木の高さ　特記なきは以下を基準とする。
低木；0～3ｍ　幹直径0.3ｍ程度
中木；3～5ｍ　幹直径0.6ｍ程度
高木；5～7ｍ　幹直径0.9ｍ程度

施工ヤード 範囲図（ 2）

敷
地

境
界

線

施工ヤード範囲

施工ヤードＧＬ＝+700

外野フェンス

野球グラウンドＧＬ＝±0

駐車スペース公園内通路 野球グラウンド

Ｂ －Ｂ 断面図　 1： 150

外野フェンス

敷
地

境
界

線

施工ヤード範囲

施工ヤードＧＬ＝+700
野球グラウンドＧＬ＝±0

施工ヤード範囲施工ヤード範囲

施工ヤードＧＬ＝±0野球グラウンドＧＬ＝±0

駐車スペース
野球グラウンド公園内通路

既存照明塔
フェンス照明塔

（既存　解体）

Ｆ －Ｆ 断面図　 1： 150Ａ －Ａ 断面図　 1： 150

敷
地

境
界

線
公
園
内
通
路

+450

+450

+450

伐採樹木
低木；11本
中木；13本

+700

+700

+700

外野フェンス際地盤

外野フェンス際地盤

外野フェンス際地盤

+900

3塁側フェンス
天端高さ

±０

東側公園内通路

土手頂上面

+1200

野球グラウンド

±０

+700

照明塔周囲地盤

ＣＣ

Ｄ Ｄ

Ｅ

敷地境界線

Ｊ
Ｒ
　
線
路
敷

野球グラウンド

±０

±０

+300

+300

照明塔周囲地盤
+300

照明塔

Ｅ

Ｆ

Ｆ

伐採樹木
中木；1本
高木18m程度；2本

※施工ヤード地盤面を±0とし、施工ヤード内の±0以上
の土を移動させ施工ヤード範囲を整地する。
土は場内仮置きとする。

（既存　解体）

② 範囲平面図　 1： 300 範囲平面図　 1： 300③

※施工ヤード地盤面を±0とし、施工ヤード内の±0以上
の土を移動させ施工ヤード範囲を整地する。
土は場内仮置きとする。

範囲平面図　 1： 300④

の範囲は地盤改良深さＨ＝300とする。

矢板；フェンス際　16m+施工エリア周囲 25m=41m
地盤改良；55.5ｍ2×深さ(2.0+0.7=)2.7+11.5m2×深さ0.3＝153.3ｍ3

照明塔
（既存　解体）

新規照明塔

矢板；フェンス際　49.5m+施工エリア周囲 既存24m+新設15m
=88.5m

１塁側ダックアウト

※既存ダックアウトの基礎形状不明であるので
　矢板施工位置は　仮定であり、工事開始後、掘削にて基礎形状を
　確認の上、矢板設置位置を決定する。

ダックアウトより矢板施工位置
500離隔※

矢板；施工エリア周囲 31m
地盤改良；52.5ｍ2×深さ　2.0＝2.45ｍ＝105ｍ3

※施工ヤード地盤面を+700とし、施工ヤード内の+700以上
の土を移動させ施工ヤード範囲を整地する。
余分になった土は場内仮置きとする。

②範囲　整地、矢板打込・引抜　等　工程（想定）

Ｅ －Ｅ 断面図　 1： 150

施工ヤード範囲 施工ヤード範囲

野球グラウンドＧＬ＝±0 施工ヤードＧＬ＝±0

（既存　解体）
照明塔 既存照明塔

フェンス

70
0

70
0

③範囲　整地、矢板打込・引抜　等　工程（想定）

④範囲　整地、矢板打込・引抜　等　工程（想定）

既存照明塔上屋解体時　：施工ヤードを地盤ＧＬ±0に整地
既存照明塔基礎解体前　：矢板打込
新規杭打ち前　　　　　：杭打ちのため一部　矢板引抜
新規杭打ち後　　　　　：一部引抜いた矢板　再打込
新規照明塔基礎建造後　：矢板引抜き
新規照明塔立上り建造後：計画地盤に整地

鋼板矢板

鋼板矢板

既存照明塔上屋解体時　：足場、クレーン設置範囲を整地
既存照明塔基礎解体前　：施工ヤードを地盤ＧＬ+700に整地、矢板打込
新規杭打ち前　　　　　：杭打ちのため一部　矢板引抜
新規杭打ち後　　　　　：一部引抜いた矢板　再打込
新規照明塔基礎建造後　：矢板引抜き
新規照明塔立上り建造後：計画地盤に整地

既存照明塔上屋解体時　：足場、クレーン設置範囲を整地
既存野球場フェンス際　：既存野球場フェンス際　矢板打込
既存照明塔基礎解体前　：施工ヤードを地盤ＧＬ±0に整地、矢板打込
新規杭打ち前　　　　　：杭打ちのため一部　矢板引抜
新規杭打ち後　　　　　：一部引抜いた矢板　再打込
新規照明塔基礎建造後　：矢板引抜き（既存野球場フェンス際を除く）
新規照明塔立上り建造後：計画地盤に整地　
            既存野球場フェンス際矢板引抜
　　　　　　　　　　　　

野球グラウンドＧＬ＝±0

3塁側フェンス

施工ヤードＧＬ＝±0

公園内通路
野球グラウンド

敷
地

境
界

線

施工ヤード範囲

Ｃ －Ｃ 断面図　 1： 150

野球グラウンドＧＬ＝±0

3塁側フェンス

施工ヤード範囲

施工ヤードＧＬ＝±0

公園内通路

野球グラウンド

敷
地

境
界

線

Ｄ －Ｄ 断面図　 1： 150

90
0

70
0

40
070

0

1,
00

0

3,8253,6102,400
1,010

7,860

90
01,
50

0

70
0

70
0

30
0

1,0004,92011,305 6,995 1,000 4,580 1,000 16,425

13,100

9,700

49
,0

00

2,700 4,300
2,700

30,00
0

10
,0
00

50
0

1,
20

0

29,8551,135
530

5,15512,370

90
0

70
0

4501,500
2,5002,205

1,000

1,
20

0

45
0

4,550

90
0

70
0

3,530
2,035

4,675
450

45
0

伐
伐

伐

伐

伐

伐

伐

伐
伐

伐
伐

伐

伐

伐 伐

伐 伐

伐

伐

伐

伐

伐

伐

伐

伐

伐

伐

敷地境界線
伐採樹木
低木；1本
高木；2本

（既存　解体） +700

+900

野球グラウンド

±０外野フェンス際地盤
+700

+1000
+1500

土手頂上部

照明塔周囲地盤

+400

+700

+700

+700

Ａ Ｂ

駐車スペース

公園内通路

照明塔

物置

外野フェンス
天端高さ

鋼板矢板

50,000

20
,0

00

33
,0

00

13
,0

00

伐

伐伐

Ａ Ｂ

目標強度；敷鉄板を考慮した接地圧力　80.5（ｋＮ/ｍ2）

既存照明塔解体時に根切りした深さ設計ＧＬ-2.0ｍまで施工　セメント系固化材（太平洋セメント　ジオセット同等品）100ｋｇ/ｍ3　（ 六価クロム試験を含む。）

は1塁側、外野の地盤改良範囲　を示す。基本的には既存照明塔基礎巾5200+両側1000の　7.2ｍ×7.2ｍの範囲とフェンス際矢板との間の施工エリア内

事前試験：土質ｻﾝﾌﾟﾙ採取･室内配合試験、六価ｸﾛﾑ溶出試験

事後試験：一軸圧縮試験、ﾌｪﾉｰﾙﾌﾀﾚｲﾝ塗布試験

ＳＰ-3　Ｌ＝6.0ｍ　サイレントパイラー工法鋼板矢板：
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空間設計堂くうかんせっけいどう
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図面名称
縮

3.

2.

承認 検図

A3

A1工事名称

竹　 原竹　 原

・・・・

基　

本

実

施

検

図

完
成
図

19 01スポーツ 公園野球場照明設備更新工事
１： 600

１： 1200

公
園
内
通
路

敷
地
境
界
線

+450

+450

+700

+450

+300

+700

外野フェンス際地盤
+700

+1500

+1500

外野フェンス際地盤

+900

西側公園内通路
+700

照明塔周囲地盤

±０

土手頂上面

土手頂上面
外野フェンス
天端高さ

Ａ

Ｂ

Ｂ

敷
地

境
界

線

Ａ －Ａ 断面図　 1： 150

野球グラウンドＧＬ＝±0

施工ヤード範囲

外野フェンス

Ａ

Ｂ －Ｂ 断面図　 1： 150

施工ヤード範囲 施工ヤード範囲

野球グラウンドＧＬ＝±0

野球グラウンド

公園内通路
野球グラウンド

図面番号担当者 製図者 備　 考　
1.

市道

公園内通路

公
園
内
通
路

（既存　解体）

ゲート
ボール場

公園
駐車スペース

±０

±０

Ｊ
Ｒ
　
線
路
敷

ローラー
スケート場

公園内通路

公
園

内
通

路

市道

公園内通路

上越市直江津地区
生涯学習センター

上越市カルチャーセンター
上越市立公民館直江津地区館

±０

±０

+700

±０

+700

+700

±０

±０

+300

+300

野球グラウンド

±０

+1500

+1500

+1200

+700 +400

歩道

敷地境界線

敷地境界線 30600

21
50

0

敷
地
境
界
線

28900

4400
0

68200

3090
0

37400

19000
1000

36000

4000

14
60

00

敷
地

境
界

線
29

50
0

30
20

0
敷

地
境

界
線

車道

車道
分離帯

道路境界線

４５°柱
中
心
線

柱
中
心
線

柱
中
心
線

３
塁
フ
ァ
ウ
ル
ラ
イ
ン
と
平
行
線

敷地境界線 132000

１塁ファウルラインと平行線 柱中心線

柱中心線

柱中心線

柱
中
心
線 敷

地境界線

１塁ファウルラインと平行線

敷地境界線

敷地境界線

３
塁
フ
ァ
ウ
ル
ラ
イ
ン
と
平
行
線

18
90
0

柱
中
心
線

柱中心線

柱中心線

電力塔中心

工
事
中
の
安
全
距
離
４
Ｍ
ラ
イ
ン

送
電
線
（
高
さ
　
３
塁
ベ
ン
チ
付
近
28.0ｍ

）

送
電
線
（
高
さ
　
３
塁
ベ
ン
チ
付
近
18.8ｍ

）

敷
地

境
界

線

送電線最接近部

13
50

0

91
00

6700

外野フェンス

外野フェンス際地盤

東側公園内通路

バックスクリーン

照明塔設計ＧＬ＝

照明塔周囲地盤＝

照明塔設計ＧＬ＝

照明塔周囲地盤＝

照明塔設計ＧＬ＝

照明塔周囲地盤＝

照明塔設計ＧＬ＝

照明塔周囲地盤＝

土手頂上部

西側公園内通路

土手頂上面

土手頂上面

配置図　 1： 600

Ｎ

電力塔

+700

+700

公園駐車スペース

外構計画図（ 1）

① 範囲平面図　 1： 300

※施工ヤード整地時に仮置きした土を
利用し盛土する。

+700

１塁フェンスコーナー内面

3塁フェンスコーナー内面

±０

±０

±０

施工ヤードＧＬ＝+450

照明塔周囲地盤＝+700

30
,0
00

18
,0
00

12
,0
00

18,000

12,000

6,000

90
045
0

1,
50

0

1,
50

0

1,
50

0

1,0003,3353,0801,9359,030

10,10010,420

5,000

4,730

16
,0

00

12
,6
45

34,820

39
,5
75

11,760

71,915

21
,2
85

9,100

4,000

35
,2
60 36
,7
25

9,995

5,150

7,600

4,
00

0

36,
600

12,75
0

4,845
5,150

5,
95

0

22,250

1,500 1,5006,630

45
045
0

70
0

公園
駐車スペース

新規照明塔３

新規照明塔３①

新規照明塔４

④

③

新規照明塔１

キュービクル

新規照明塔２

②

新規照明塔３
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縮

3.

2.

承認 検図 担当者 製図者 備　 考　
1.

A3

A1工事名称

竹　 原竹　 原

・・・・

基　

本

実

施

検

図

完
成
図

19 01スポーツ 公園野球場照明設備更新工事
１： 600

１： 1200

外野フェンス

敷
地

境
界

線

施工ヤード範囲

野球グラウンドＧＬ＝±0 野球グラウンドＧＬ＝±0

3塁側フェンス

施工ヤードＧＬ＝±0

施工ヤード範囲 施工ヤード範囲

敷
地

境
界

線

施工ヤード範囲

外野フェンス

野球グラウンドＧＬ＝±0 野球グラウンドＧＬ＝±0

3塁側フェンス

施工ヤード範囲

施工ヤードＧＬ＝±0

野球グラウンドＧＬ＝±0

Ａ －Ａ 断面図　 1： 150 Ｃ －Ｃ 断面図　 1： 150

Ｂ －Ｂ 断面図　 1： 150 Ｄ －Ｄ 断面図　 1： 150

Ｅ －Ｅ 断面図　 1： 150

施工ヤード範囲施工ヤード範囲

Ｆ －Ｆ 断面図　 1： 150

施工ヤードＧＬ＝±0

施工ヤードＧＬ＝±0野球グラウンドＧＬ＝±0

駐車スペース

駐車スペース公園内通路 野球グラウンド

野球グラウンド公園内通路

公園内通路

公園内通路

野球グラウンド

野球グラウンド

敷
地

境
界

線
敷

地
境

界
線

範囲平面図　 1： 300

敷地境界線

Ｊ
Ｒ
　
線
路
敷

野球グラウンド

±０

±０

+300

+300

照明塔周囲地盤
+300

Ｆ

Ｆ

敷地境界線

範囲平面図　 1： 300

+700

外野フェンス
天端高さ

+900

野球グラウンド

外野フェンス際地盤
+700

+1500

土手頂上部

照明塔周囲地盤

+400

+700+700

Ａ

Ａ

駐車スペース

公園内通路

+700

+700

±０

Ｂ

Ｂ

物置

１塁側ダックアウト

4,550

外構計画図（ 2）

※施工ヤード整地時に仮置きした土を
利用し盛土する。 ※施工ヤード整地時に仮置きした土を

利用し盛土する。

照明塔周囲地盤＝+700

照明塔周囲地盤＝+700

照明塔周囲地盤＝+300

70
0照明塔周囲地盤＝+700

施工ヤード範囲

敷
地

境
界

線
公

園
内

通
路

+450

+450

+450
+700

+700

外野フェンス際地盤

外野フェンス際地盤

外野フェンス際地盤

+900

3塁側フェンス
天端高さ

±０

東側公園内通路

野球グラウンド

±０

Ｄ

範囲平面図　 1： 300

Ｄ

Ｅ

Ｅ

+700

+700

※施工ヤード整地時に仮置きした土を
利用し盛土する。

土手頂上面

+1200

土手頂上面

+1200

ＣＣ

Ｃ1Ｃ1

野球グラウンドＧＬ＝±0

3塁側フェンス

施工ヤードＧＬ＝±0

公園内通路
野球グラウンド

敷
地

境
界

線

施工ヤード範囲

Ｃ 1－Ｃ 1断面図　 1： 150

90
01,
50

0

70
0

70
0 90
0

70
0

90
0

70
0 90
0

30
0

1,0004,92011,305

70
0

450

450

45
0

6,995 16,425

30,00
0

10
,0
00

18,705

25,000

10
,0

00

16
,5

00

6,
50

0

6,580

11,495
2,000

2,000

500
6,710

70
0

1,000

45
0

1,
20

0

1,755
2,675

1,
20

0

1,
20

0

3,450
1,360

13,100

9,700

49
,0

00

90
0

70
0

4501,000

1,
20

0

1,750 2,675

45
0

5,330
1,000

600
600 32,350

③

②

新規照明塔２

新規照明塔１

新規照明塔４

④

新規照明塔１

新規照明塔４

新規照明塔２

新規照明塔１
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